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【講演要旨】 

障害者の歯科診療は困難と思われています。その多くが、障害の特性を知らないための誤解に 

起因するところが多く、突然、暴れてしまうのではないか、口は開けてくれるのだろうかなど、診療

に際し多くの心配事があると思います。そのために障害者の歯科診療を躊躇してしまう歯科医師が

多いのも事実です。 

我が国の障害者歯科診療の歴史は、大学病院などの高次医療機関が主導して行ってきたのではな

く、善意の開業歯科医の先生方から始まり歯科医師会で対応する自治体の活躍があって、その後大学

病院などが追随するといった背景があります。つまり、1次医療機関である歯科医院の先生方が中心

であることを歴史が物語っております。 

障害児者は外出や場所の移動をすることが容易ではありません。保護者の方が望むことのひとつ

に自宅から最も近い歯科医院で診療を受けられることがあると思います。いつでも、どのような交通

手段でも自由に移動できる私達が近くの歯科医院を受診しているのに対し、移動や外出が難しい障

害児者が遠くの高次医療機関を受診するという矛盾が生じています。 

平成 28 年に施行された障害者差別解消法が改正され、令和 6年 4月 1日から合理的配慮が義務化

されました。これからは障害者歯科診療を避けて通ることができない時代ということがいえます。生

活地域で診療にご尽力されている先生方が要となって、障害者歯科診療を支えることの重要性につ

いてお話をしながら、少しでも皆様のお役に立てられることをお伝えできれば幸いです。 
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